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調 査 ⽬ 的 ：

調 査 エ リ ア ：

調 査 対 象 者 ：

サ ン プ ル 数 ：

サロンユーザーの現利⽤サロン評価、サロン選択⾏動、普段のヘアスタイル意識を聴取すること

全国

①15歳〜59歳⼥性
②最近1年間に3回以上サロンを利⽤していること

１ ）

２ ）

３ ）

４ ）

調 査 ス ケ ジ ュ ー ル ：

調 査 実 施 機 関 ：

2005年10⽉7⽇（⾦）〜10⽉12⽇（⽔）

株式会社 東京サーベイ・リサーチ

５ ）

６ ）

調査設計 【女性調査】

※2004年調査とは別のモニターで調査
※有効回収サンプルからランダムサンプリングで集計サンプルを抽出
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l サロンの選択については、⾊々なお店を利⽤し、そこで「⾃分に合う」、「しっくりくる」お店に落ち着く、という傾向がみられました。
ひとつのお店に落ち着く理由としては、「美容師との相性」が重視されていました。

l 定量調査での検証では、美容師5.2：お店4.8と美容師の重視が若⼲⾼くなっています。年代別にみると10代のみ傾向が異なり、「お店」
のポイントが「美容師」を上回っています。⾼年層ほど「美容師」のポイントが⾼くなる傾向がみられます。普段の利⽤店舗数でみると、
お店の固定化傾向が強い⼈ほど、「美容師」の重視度が⾼くなっています。

1. サロンの選択について〔グループインタビュー 〕

〔グループインタビューから得られたトピック〕
■利⽤サロンは「固定」が多い。固定理由は「お店」より「美容師」にウエイトがかかっている。
・⾊々なお店を経て、「⾃分に合う」、「しっくりくる」お店に落ちつく傾向がみられた。

〔定量調査の検証〕
Q. あなたが最も最近利⽤したお店の利⽤理由として、
お店（場所、料⾦、知名度、営業時間、混雑具合な
ど）と美容師（技術、⼈柄、相性、知名度）のどち
らを重視して選びましたか。持ち点を10点として、
それぞれに得点をつけてください。
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l スタッフとのコミュニケーションについては、「お⾦を払っているこちらが気を使ってしまう」、「会話は施術の確認等のみでよい」な
ど、あまり会話は望まれていませんでした。また、「スタッフの服装が⾃由すぎてだらしがない」、「今⾵の服装では⾃分が⾏くところ
(お店)ではないと感じる」という意⾒が⾼年層から挙げられました。

l 定量調査での検証では、⾼年層ではあまりコミュニケーションを望んではいない傾向がみられます。また、「サロンの雰囲気と⾃分の年
齢とのミスマッチ」も感じているようです。若年層では、ある程度のコミュニケーションは許容しているものの、「スタッフとの会話で
は気を使う」のスコアが⾼年層に⽐べ⾼くなっています。

2. サロンのへの要望・意見〔グループインタビュー 〕

〔グループインタビューから得られたトピック〕
■「サロンでは店員との会話に気を使ってしまう」という意⾒が多い。
・店員との会話で望んだのは⼩数で、多くは「放っておいて欲しい」と思っている。雑誌を⾒ている時は話しかけないなどの状況判断
が必要。

■⾼年層からは、「スタッフの服装」、「お店の雰囲気」に対する注⽂も。
・若いスタッフの服装がお客を迎える状態ではない。お⾦をもらってお客を迎えるのだから、きちんとすべき。
・サロン側で、お客のターゲットをはっきり分けている。中⾼年対応のところへ⾏きたい。
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2-2. サロンのへの要望・意見〔グループインタビュー〕

〔定量調査の検証〕
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l 「サロンに⾏くとぐったり疲れる」という意⾒が挙げられました。これはシャンプー時の体勢、施術間の移動が原因のようです。⼀⽅で、「サ
ロンでは癒されたい、リラックスしたい」 との願望が多くみられました。リラックスするためのアイデアとして、椅⼦の⼯夫(⾳楽が聴ける椅
⼦、マッサージチェア)やカラーリング時のマッサージなどが挙げられました。

l 定量調査での検証では、施術間の移動については20代以降で「疲れる」との回答が2割強みられました。サロンでの疲労については、20〜30代
で「疲れる」がやや⾼くなって います。サロンでの時間の過ごし⽅については、10代、20代で「ゆっくり過ごしたい」が⾼くなっています。
50代では「(特にコミュニケーションは必要ないので)⼿早く簡素にして欲しい」という傾向がみてとれます。

3. サロンでの時間の過ごし方について〔グループインタビュー〕

〔グループインタビューから得られたトピック〕
■サロンに⾏って帰ってくると、ぐったり疲れる。
・施術時の姿勢の固定、施術間の移動が原因？
■サロンでは「癒されたい」、「リラックスしたい」という意⾒が多い。
・疲れない椅⼦、⾳楽が聴ける椅⼦などの⼯夫を。カラーリングの間にマッサージして欲しい。

〔定量調査の検証〕
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l サロンで「癒される」ためにはどのような施策が必要かとの問に対しては、「施術後のマッサージ」という意⾒が多く挙げられました。現状で
はマッサージがあったりなかったり、またあってもすぐ終わってしまったりと、「サービス」として安定していない傾向もみられます。有料で
のサービスについては、「ある程度のお⾦を出してもいいが、その際には施術者に技術を求める」という意⾒がみられました。

l 定量調査の検証では、10代では無料のマッサージの有無はあまり気にしていない傾向がみられます。有料でのマッサージ（頭〜肩を10分程度)
については、30〜50代で4割台の需要がみられました。有料時の平均適正価格は700円強でした。

4. サロンでの付帯サービスについて〔グループインタビュー〕

〔グループインタビューから得られたトピック〕
■出席者の多くがマッサージを希望。「サロンでの癒し＝施術後のマッサージ」とする意⾒も。
・慣れてくるとやってくれなくなる、やっても1〜2分で終わってしまうという不満も。
・有料でもいいという意⾒もあるが、その際には施術者に技術が求められる。

〔定量調査の検証〕
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l 2005年の結果をみると、サロンを⽉1回以上利⽤しているのは全体の16％です。⾼年層ほど利⽤頻度が⾼くなり、50代での「⽉1回以上
利⽤」は33％となります。時系列でみると、30代〜40代でサロンの利⽤頻度が減少傾向にあります。

l 利⽤サロンの固定率は71％。⾼年層ほど固定率が⾼く、50代では8割が固定です。時系列でみると、固定率が減少傾向にあります。特に
若年層で顕著となり、10代、20代では02年から約10ポイントダウンしており、店舗の複数利⽤化が進んでいます。

l 施術別の年間利⽤率をみると、10〜20代で「ウェーブパーマ」の利⽤率が増加傾向にあります。この層では、「ストレートパーマ」の利
⽤率が減少しており、パーマのトレンドの変化の兆しがみられます。

1. 普段のサロン利用状況〔女性調査〕

※02年はウェーブ、ストレート別は未聴取
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2. 直近利用サロンについて〔女性調査〕
〔利⽤したきっかけ〕

l 「お店の前を通りがかって」、「友⼈・知⼈からすすめら
れて」が上位となっています。「お店の前を通りがかっ
て」は30代以降、「友⼈、知⼈からすすめられて」は10〜
20代で⾼くなっています。
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〔直近利⽤サロンイメージ：TOP10〕

l 「親しみやすい」が最も⾼くなっています。次いで「安
⼼できる」、「明るい」、「気軽な」が上位です。

l 例年の傾向ですが、⾼年層では「気軽な」、「てきぱき
とした」が他の年代に⽐べ⾼くなっています。

2-2. 直近利用サロンについて〔女性調査〕
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2-3. 最近利用したサロンについて〔女性調査〕
〔直近利⽤サロンでの利⽤メニュー〕（％）

l 10代で「ウェーブパーマ」の利⽤率がアップしています。⼀⽅、30代では「ヘアカラー」の利⽤率がダウンしています。

〔直近利⽤サロンでの平均費⽤〕（円）

※02年は、ウェーブ・ストレート別は未聴取
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3. 店販商品について〔女性調査〕

l 直近利⽤店での店販商品の販売認知率は約8割です。
l 店販商品のディスプレイの⽬⽴ち度は64％となっています。

l 店販商品の魅⼒度については、若年層ほど⾼く、
⾼年層では2割台に留まっています。

l 店販商品の購⼊経験は魅⼒度とは逆に⾼年層で⾼
くなっています。

l 最近1年間に店販商品の勧めを受けたのは33％。
20代で⾼く、50代では2割台となっています。

l 最近1年間の購⼊率は26％。店員の勧めの有無で
購⼊率に⼤きな差がみられます。04年との⽐較で
みると、20〜40代での購⼊率がダウンしていま
す。
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3-2. 店販商品について〔女性調査〕
〔最近１年間の購⼊商品ＢＥＳＴ５〕

l トリートメント(洗い流さないもの）の購⼊率がアップしています。02年からの⽐較でみると、若年
層での伸びが特に⼤きく、10〜20代では倍増しています。

l その他の商品の購⼊率は減少しています。同じトリートメントでも洗い流すものは02年→04年では
上昇しましたが、04年→05年ではダウンしています。

l 「ワックス」については、02年からの減少傾向が未だ続いています。
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3-3. 店販商品について〔女性調査〕
〔店販商品に魅⼒を感じながら購⼊したことがない理由〕

l 店販商品に魅⼒を感じながら、これまでに購⼊したことがない理由
については、「価格が⾼いので」が60％と群を抜いて⾼くなってい
ます。

l また、「価格がわかりにくい」、「お店の⼈から勧められなかった
ので」が2割台ととなっています。
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3-4. 店販商品について〔女性調査〕
〔今後の店販商品購⼊意向〕

l 今後の店販商品購⼊意向率は35％です。魅⼒
度同様、購⼊経験の少ない若年層で購⼊意向が
⾼く、購⼊経験の⾼い⾼年層で購⼊意向が低い、
という結果となっています。

l 時系列でみると、購⼊意向率は02年からゆる
やかな減衰傾向にあります。
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4. サロンで有料トリートメントメニューについて〔女性調査〕

l 最近1年間に店員から勧めを受けたのは43％。年代別にみ
ると20代で55％、30代で 47％と⾼くなっています。⼀⽅、
10代では31％とあまり勧めを受けていないようです。

l 最近1年間の利⽤経験率は39％。年代別では20代での利⽤
率が50％と⾼くなっています。店員の勧めの有無別にみる
と、勧めを受けた層での利⽤率が57％と、勧めを受けてい
ない層に⽐べ⾼い利⽤率となっています。

l 利⽤頻度については、意⾒が分かれる結果となっています
が、利⽤率の⾼い20代では他の年代に⽐べ利⽤間隔も短め
です。

l 利⽤価格帯は1,000円台〜2,000円台が7割弱を占めていま
す。
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4-2. サロンで有料トリートメントメニューについて〔女性調査〕
〔最近1年間利⽤者の利⽤頻度〕 〔最近1年間利⽤者の利⽤理由〕

サ
ロ
ン
に
行
く
た
び
に

　
　
　
受
け
て
い
る

2
回
に
1
回
は

　
　
　
受
け
て
い
る

3
回
に
1
回
は

　
　
　
受
け
て
い
る

4
回
に
1
回
は

　
　
　
受
け
て
い
る

そ
れ
以
下

���) ���( �)� ���� �	��
�	��0���
� ���	 ��� ���� �	�) ���	
��.�
��� �
�� ���� ��
 ��� �)�
��.�	��� ���	 ���� �)�	 �) �(��
��.��	�� ���
 ���� �
�	 ���� �	��
	�.��		� �	�	 ��� �)�	 ���� ���)

���� ���� ��� ���� �	��
���� ���� �)�	 ���� �	�)

�	��0��	�� ��� �
�� ��( ���� ���
��.�
��� ��� ��� �(�� ���) ����
��.�	� ���� ���
 �)�) ���( �
�(
��.��(�� ��� ���� �� ���� �	�

	�.��	�� ���� �)�) �(�( �
�� ���


��� ���) �)�( ���� �
�	
���� �)�) ���� ���( �(�����1����	��

�	�1�����	��

�.

�����.���)	�
���1�����

�

�.

�����.�����	�

〔最近1年間利⽤者の利⽤価格帯〕



- 18 -

4-3. サロンで有料トリートメントメニューについて〔女性調査〕
〔最近１年間利⽤者の満⾜度〕

l 全体では利⽤者の78％が「満⾜」と回答しており、
ネガティブな評価も少なく良好な結果といえます。

l 年代別にみると、50代での満⾜度が他の年代に⽐べ
やや低めです。

〔今後の利⽤意向〕

l 今後の利⽤意向率は46％。年代別にみ
ると、10代〜20代のスコアが⾼く、
10代で54％、20代で59％が利⽤意向
を⽰しています。⼀⽅、30代以降でス
コアが下がり、40代、50代の利⽤意
向率は3割台に留まっています。
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4-4. サロンで有料トリートメントメニューについて〔女性調査〕
〔有料トリートメント適正価格〕

l 平均適正価格は1,700円台です。利⽤率の⾼い20代での適正
価格は1,800円台と⾼めです。
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〔ヘアカラー利⽤状況〕

5. ヘアカラーについて〔女性調査〕

l 現在ヘアカラーをしているのは61％。「以前はしていたが今はしていない」という中⽌者は18％です。
l 年代別にみると10代でのヘアカラー利⽤率は34％と他年代に⽐べ低めです。30代は20代、40代と⽐べるとやや低

めです。
l 04年との⽐較でみると、10代の利⽤者がダウンしています。また、30代での現在利⽤者がややダウンし、中⽌者が

増えています。
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〔ヘアカラー利⽤⽬的〕

5-2. ヘアカラーについて〔女性調査〕

l 年代で⽬的に差がみられます。

〔現在のヘアカラーの明るさ：現在利⽤者〕

l 主観的な髪の明るさの意識については、「やや明るい⽅だ」が52％、
「あまり明るくない⽅だ」が41％を占めています。

l 時系列でみると、暗めの⽅へと意識がシフトしている傾向です。
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〔現在のヘアカラー施術場所〕

5-3. ヘアカラーについて〔女性調査〕

l 今現在のヘアカラーの施術場所は「サロンで」
が65％となっています。年代別にみると、10代、
40代〜50代ではサロンと⾃宅が拮抗しています。
20代〜30代ではサロンの⽐率が⾼く、特に20代
では約8割をサロンが占めます。

l 時系列でみると、10代のサロン利⽤率が5ポイン
トアップしています。

〔普段ヘアカラーをする場所〕

l 上記は「今現在のヘアカラーの施術場所」を聴
取していますが、「習慣として普段どこでヘア
カラーをすることが多いか」についても聴取し
ました。全体的に上記と同じ傾向がみられます。

l 時系列でみると、30代を除く層でサロンの利⽤
が上昇傾向にあります。
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〔現在のヘアカラー仕上がり満⾜度〕

5-4. ヘアカラーについて〔女性調査〕

l 全体の8割弱が現在のヘアカラーの仕上がりに
「満⾜している」と回答しています。その施術
場所でみると、サロンで施術を受けた層では約9
割が「満⾜」と回答しているのに対して、⾃宅
で施術した層で「満⾜」と回答したのは6割弱と
⼤きな差がみられます。
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〔現在利⽤者の１年前との明るさ⽐較〕

5-5. ヘアカラーについて〔女性調査〕

l 年代で傾向に差がみられます。10代は「明るくなった」が
多く、20代では「暗くなった」が4割強を占めます。30代
以降は「変わらない」と現状維持の層が⾼くなっています。

l 04年との⽐較でみると、20代以降の層で、「暗くなった」
が増加しています。

〔現在利⽤者の１年前との回数⽐較〕

l 年代差がみられます。20代〜30代では、「減った」が「増
えた」を上回り、減少傾向となっています。

l 04年との⽐較でみると、20代以降で「減った」のスコアが
伸びています。特に30代での減少者が増えています。
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〔現在利⽤者の今後の利⽤意図〕

5-6. ヘアカラーについて〔女性調査〕

l 9割が「ヘアカラーをし続けたい」と回答しています。

〔継続意向者の今後の明るさ以降〕

l 「今まで通り」との現状維持希望が72％を占めています。
l 年代別にみると10代では、「明るくしたい」が⾼く、20代

以降は⾼年層ほど現状維持が⾼くなっています。
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〔過去利⽤者のヘアカラーをやめた時期〕

5-7. ヘアカラーについて〔女性調査〕

l 10代ではここ半年以内の中⽌者が約5割
を占めています。

〔過去利⽤者のヘアカラー中⽌理由：ＴＯＰ６〕

l 「髪が傷むから」が52％で
最も⾼い理由となっていま
す。年代で意⾒に差がみら
れます。

l 20代では「染め続けるのは
⾯倒」、「⿊髪のままがい
い」と考える意⾒が多く
なっています。
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〔ヘアカラー現在⾮利⽤者の今後の利⽤意向〕

5-8. ヘアカラーについて〔女性調査〕

l 現在ヘアカラーをしていない層での今後の利⽤意向率は47％です。年代別にみると、校則などがある10代での利⽤
意向が7割台となっています。

l ⼀⽅、20代以降では利⽤意向率は過半数を下回り、50代で利⽤意向を⽰したのは約2割に留まります。
l 04年との⽐較でみると、40代での利⽤意向がアップしています。
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〔最近1年間のパーマの勧めの有無〕

6. パーマについて〔女性調査〕

l 最近1年間に勧めを受けたのは22％です。
l 年代別にみると、20代でのスコアが⾼く、50代では低くなっています。
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6-2. パーマについて〔女性調査〕

〔パーマ利⽤状況〕

l 現在パーマを利⽤しているのは32％。中⽌者が約半数となっています。年代別にみると、10代では未経験者が4割強となって
います。

l 04年との⽐較でみると、20代と30代での利⽤者が増加しています。



- 30 -

6-3. パーマについて〔女性調査〕

〔利⽤パーマの種類〕

l 利⽤しているパーマの種類には年代差がみられます。10代では「ストレートパーマ」が約7割を占めます。20代〜30代では
「ストレート」と「ウェーブ」が拮抗しています。50代では「ウェーブ」が約8割を占めます。

l 04年との⽐較でみると、20代で「ストレート」が減少し、「ウェーブ」が増えています。
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〔今後のパーマ利⽤意向〕

〔利⽤意向者のしてみたいパーマ〕

l 今後のパーマの利⽤意向率は53％で
す。

l 年代別にみると、若年層ほど利⽤意
向が⾼く、10代では76％が利⽤意向
を⽰しています。⼀⽅、50代での利
⽤意向は32％に留まっています。

l 04年との⽐較でみると、10代〜40
代での利⽤意向がアップしています。

l 利⽤意向者が利⽤したいパーマについては、「普通の
ウェーブパーマ」が約半数となっています。

l 年代別にみると、50代の「ウェーブパーマ」は75％と
なっています。

6-4. パーマについて〔女性調査〕
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〔⾮利⽤意向理由〕

6-5. パーマについて〔女性調査〕

l パーマ⾮利⽤意向者の理由としては、「髪が傷むから」が最も⾼くなっています。
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7. 現在の自分の髪・ヘアスタイルについて〔女性調査〕

l 「髪質」については「直⽑」に⽐べ「くせ⽑」が
多く、全体の6割強を占めます。

l 「髪の⽑の太さ」については、「普通」が4割を
占めます。年代別にみると、50代で「細い」が
他の年代に⽐べ⾼くなっています。
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7-2. 現在の自分の髪・ヘアスタイルについて〔女性調査〕

l 「髪の⽑の量」については「多い」が55％となって
います。年代別にみると、⾼年層になるに従って、
「普通」→「少ない」とシフトしていきます。

l 現在のヘアスタイルは、「セミロン
グ」が約半数を占めています。年代を
経るに従って、「セミロング」→
「ショート」へシフトしており、50
代では「ショート」が62％となって
います。
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7-3. 現在の自分の髪・ヘアスタイルについて〔女性調査〕

l 現在、髪のことで気にしていることについては、
「くせ⽑」が最も⾼くなっています。ただし、
「くせ⽑」については、若年層で⾼く、50代で
は29％と年代で⼤きな差がみられます。

l 年代別にみると、10代では各項⽬の反応が⾼く
なっています。⼀⽅、⾼年層になるにつれ、「⽩
髪」に悩みが集中していく傾向がみられます。
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〔髪のことで気にしていることＴＯＰ１０〕
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7-4. 現在の自分の髪・ヘアスタイルについて〔女性調査〕

l 普段のスタイリング意識について、「気を使っている」と回答したのは59％。
l 年代別にみると10代での「気を使っている」のスコアが⾼くなっています。

〔普段のスタイリング意識〕
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7-5. 現在の自分の髪・ヘアスタイルについて〔女性調査〕

l 普段使っているスタイリング剤については、「ワックス」が約4割と最も⾼くなっています。「ワックス」
については、10代と20代での使⽤率が⾼く、⾼年層での利⽤率は低めです

l 04年との⽐較でみると、「スプレー」の利⽤率が上昇傾向にあります。

〔普段使っているスタイリング剤ＴＯＰ５タイプ〕
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調 査 ⽬ 的 ：

調 査 ⽅ 法 ：

調 査 エ リ ア ：

サ ン プ ル 数 ：

理容室／美容室ユーザー（男性）の現利⽤店舗評価、店舗選択⾏動、ヘアスタイル意識を聴取すること

インターネット調査

全国

①15歳〜59歳男性
②最近1年間に3回以上サロンを利⽤している者
③IMIネットアンケートモニター会員

１ ）

２ ）

３ ）

４ ）

調 査 ス ケ ジ ュ ー ル ：

調 査 実 施 機 関 ：

2005年5⽉20⽇（⾦）〜5⽉25⽇（⽔）

株式会社 東京サーベイ・リサーチ

５ ）

６ ）

調査設計 【男性調査】

※回収サンプルから、ランダムサンプリングで各年代均等サンプルで集計
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l 全体でみると、「理容室のみ利⽤」が7割弱を占めます。
l 「美容室のみ利⽤」は2割強です。
l 年代別にみると、10代、20代での美容室の利⽤率が⾼くなっていま

す。30代以降は理容室のみの利⽤が⾼くなり、50代では9割強が「理
容室のみ利⽤」となります。

1. 普段の理髪店・サロン利用状況〔男性調査〕
〔普段利⽤するお店のタイプ〕



- 40 -

l 最近1年間の平均利⽤回数は7回台です。年代別にみると、⾼年層ほど平均回数が⾼くなっています。
l 施術の利⽤率は、「総合調髪」が85％、「カットのみ」が28％となっています。その他の施術の利⽤率は低く、「カット」に集中する傾

向が強くなっています。
l 理容室の使い分けについて、「いつも同じお店を利⽤している」と回答したのは約8割です。

1-2. 普段の理髪店・サロン利用状況〔男性調査〕
〔最近1年間の理容室利⽤状況〕

※総合調髪：カット＋シェービング＋シャンプー＋セット
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l 最近1年間の平均利⽤回数は6回弱です。理容室のような年代差はみられません。
l 施術の利⽤率は「カット」が98％。「ヘアカラー」が26％。その他の施術の利⽤率は1割未満ですが、理容室との⽐較でみると、カット

以外の施術が⾼くなっています。
l 美容室の使い分けでは、1店固定率は85％と、理容室に⽐べ固定化傾向が強くなっています。

1-3. 普段の理髪店・サロン利用状況〔男性調査〕
〔最近1年間の美容室利⽤状況〕



- 42 -

l 全体でみると「理容室」が7割強を占めます。年代別では10代、20代
では美容室が4割台と理容室と抵抗しています。30代以降は理容室が
⾼く、50代では95％が理容室となっています。

2. 直近利用店舗について〔男性調査〕
〔最も最近利⽤したお店のタイプ〕
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2-2. 直近利用店舗について〔男性調査〕
〔理容室利⽤者〕

l 座席数は平均4席強。平均利⽤年数は約8年です。(利⽤者の⾼年層⽐率が⾼いためです)
l 利⽤のきっかけは「家の近所にあるので」がトップです。
l 店舗イメージは「安⼼できる」、「親しみやすい」、「てきぱきとした」がトップ3となっています。
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2-3. 直近利用店舗について〔男性調査〕
〔理容室利⽤者〕

l 座席数は平均4席強。平均利⽤年数は約8年です。(利⽤者の⾼年層⽐率が⾼いためです)
l 利⽤のきっかけは「家の近所にあるので」がトップです。
l 店舗イメージは「安⼼できる」、「親しみやすい」、「てきぱきとした」がトップ3となっています。
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2-4. 直近利用店舗について〔男性調査〕
〔美容室利⽤者〕

l 平均座席数は7席台と理容室平均に⽐べ多くなっています。平均利⽤年数は4年弱。
l 利⽤のきっかけは理容室同様、「家の近所にあるので」がトップです。「友⼈・知⼈のすすめ」が約3割となっています。
l 店舗イメージは「親しみやすい」、「明るい」が4割台でトップ2イメージとなっています。
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2-5. 直近利用店舗について〔男性調査〕
〔理容室利⽤者〕

l 利⽤メニューについては、「総合調髪」が約8割。
「カットのみ」が約2割となっています。その他
の施術の利⽤はほとんどみられません。

l 利⽤メニューの組合せでも、「総合調髪のみ」が
最も⾼いです。

l 各メニューの平均費⽤をみると、「総合調髪」は
約3,100円。「カットのみ」は約1,500円となっ
ています。



- 47 -

2-6. 直近利用店舗について〔男性調査〕
〔美容室利⽤者〕

l 利⽤メニューについては、「カット」をほぼ全員
が利⽤。次いで「ヘアカラー」が14％となってい
ます。総じて「カット」以外の施術の利⽤が低い
です。

l 利⽤メニューの組合せについては、「カットの
み」が77％を占めます。「カット＋ヘアカラーの
み」が11％となっています。

l 各メニューの平均費⽤は、「カット」が約3,300
円。「ヘアカラー」は約4,100円となっています。
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3. 店販商品について〔男性調査〕
〔理容室の店販商品について〕

l 店販商品の魅⼒度は16％に留まっています。 購⼊経験は17％。購⼊経験は⾼年層ほど⾼くなっています。最近1年間の購⼊率は6％。このス
コアには⼤きな年代差はみられません。

l 最近1年間の購⼊商品は「シャンプー」が約4割でトップ。次いで「ワックス」が27％となっています。
l 店販商品に魅⼒を感じていながら買ったことがない理由については、「価格の⾼さ」や「お店の⼈からの紹介がない」などが⾼くなっていま

す。 また、「価格、商品内容がわからない」といった「不明瞭さ」についての指摘もあげられています。
l 今後の購⼊意向率は11％に留まっています。最近1年間購⼊者では61％となっており、定期的に買う⼈とそうでない⼈の意識の差が⼤きく

なっています。

魅⼒度・購⼊経験 最近1年間購⼊商品TOP5 店販商品に魅⼒を感じるが購⼊
したことがない理由 〔今後の購⼊意向〕
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3-2. 店販商品について〔男性調査〕
〔美容室の店販商品について〕

l 店販商品の魅⼒度は43％。購⼊経験率は36％。最近1年間の購⼊率は23％となっています。
l 最近1年間の購⼊商品は、「ワックス」が71.0％と最も⾼くなっています。⼤きく差が開いて「シャンプー」が33％となっています。
l 店販商品に魅⼒を感じていながら購⼊したことがない理由については、「価格が⾼い」が44％でトップとなっています。
l 今後の購⼊意向率は38％。年代別にみると10代では52％と過半数が購⼊意向を⽰しました。最近1年間購⼊者での意向率が76％と⾼く、継続

的な購⼊意向がみられます。

魅⼒度・購⼊経験 最近1年間購⼊商品TOP5 店販商品に魅⼒を感じるが購⼊
したことがない理由 〔今後の購⼊意向〕
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4. 有料頭皮・育毛ケアメニューについて〔男性調査〕

l 店員からの勧めを受けたことがあるのは1割未満です。
l 最近1年間の利⽤率は3％とほとんどみられません。ただし、最近1年間に勧めを受けた層での利⽤率は30％強と、勧めの有無で⼤きな差がみ

られます。

店員からの勧めの有無 最近1年間利⽤
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4-2. 有料頭皮・育毛ケアメニューについて〔男性調査〕

l 利⽤者の利⽤頻度については、「お店に⾏
くたび」との⾼頻度利⽤層は25％。「お店
利⽤の4回に1回未満」との不定期利⽤が
43％となっています。

l 利⽤価格帯は「1,000円未満」、「1,000円
台」がいずれも約3割となり、「2,000円未
満」が約6割を占めています。

利⽤頻度：最近1年間利⽤者

利⽤価格帯：最近1年間利⽤者
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l 効果実感度については、「実感している」との回答が約半数となっています。
l 利⽤満⾜度は、「満⾜している」が67％です。

効果実感度：最近1年間利⽤者 利⽤満⾜度：最近1年間利⽤者

4-3. 有料頭皮・育毛ケアメニューについて〔男性調査〕
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今後の利⽤意向

4-4. 有料頭皮・育毛ケアメニューについて〔男性調査〕

l 今後の利⽤意向について、「利⽤したい」と回答したのは14％と低くなっています。
l 最近1年間利⽤者でみると、「利⽤したい」が62％と⾼くなり、最初の利⽤に繋がる「店員の勧め」が重要になって

います。
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平均適正価格

4-5. 有料頭皮・育毛ケアメニューについて〔男性調査〕

l 有料頭⽪・育⽑ケアメニューの適正価格は平均約2,000円。
l 最近1年間の利⽤者での適正価格は約1,600円となっています。
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5. ヘアカラーについて〔男性調査〕

ヘアカラー利⽤状況 現在の明るさ：利⽤者ベース 現在のヘアカラーの仕⽅：利⽤者ベース

l ヘアカラーの現在利⽤率は16％。現在の利⽤率に⼤きな年代差はありません。「以前していたが今はしていない」という中⽌者が20代で42％と⾼
くなっています。

l 現在のヘアカラーの仕⽅については、普通の「ヘアカラー」が79％と最も⾼いです。
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5-2. ヘアカラーについて〔男性調査〕

l ヘアカラーの⽬的については、年代で⼤きく異なります。10代、20代では「おしゃれ染め」が⼤半を占め、30代では「おしゃれ染め6：⽩髪染め
4」の割合となります。40代以降では「⽩髪染め」が「おしゃれ染め」を上回り、50代では92％が「⽩髪染め」となります。

l 普段ヘアカラーをする場所については、「お店派4：⾃宅派6」の割合となっています。年代別でみると、20代、30代ではお店派と⾃宅派が拮抗し
ています。

普段ヘアカラーをする場所：利⽤者ベース ヘアカラーの⽬的：利⽤者ベース
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5-3. ヘアカラーについて〔男性調査〕

l 現在のヘアカラーの施術場所については、前⾴の「普段ヘアカラーをする場所」と同傾向となっています。
l 仕上がりの満⾜度については、お店での施術と⾃宅での施術での差がみられます。

現在のヘアカラーの施術場所：利⽤者ベース 仕上がり満⾜度：利⽤者ベース



- 58 -

5-4. ヘアカラーについて〔男性調査〕

l 1年前との明るさの⽐較については、年代差がみられます。40代以降では、「変わらない」との現状維持層が多くなっています。
l 1年前との回数⽐較でも同様の年代差がみられます。

1年前との明るさ⽐較：利⽤者ベース 1年前とのヘアカラーの回数・機会⽐較：利⽤者ベース
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5-5. ヘアカラーについて〔男性調査〕

l 後の利⽤意向は8割台と、現在のヘアカラー利⽤者の⼤半が継続意向を⽰しています。
l 今後の明るさについては、10代で「明るくしたい」という意向が⾼くなっています。

今後の利⽤意向：利⽤者ベース 今後の明るさ意向：利⽤者ベース
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5-6. ヘアカラーについて〔男性調査〕

l ヘアカラーの中⽌時期については、「〜1年以
上前」が約8割を占めます。⽣活環境の変化が
激しい10代では、「半年以内(にやめた)」が
⾼くなっています。

l ヘアカラーをやめた理由は、「髪が傷むか
ら」が最も⾼くなっています。

最後にヘアカラーをした時期：中⽌者ベース

ヘアカラーをやめた理由：中⽌者ベース
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5-7. ヘアカラーについて〔男性調査〕

l 現在ヘアカラーをしていない⼈の今後の利⽤
意向は2割強に留まっています。年代別にみる
と、10代での利⽤意向は42％と⾼く、20代
も32％となっています。以降、⾼年層ほど低
くなり、50代での利⽤意向は6％です。

今後のヘアカラー利⽤意向：現在⾮利⽤者ベース

今後のヘアカラー施術意向場所：現在⾮利⽤&今後利⽤者ベース
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6. パーマについて〔男性調査〕

l パーマの現在利⽤率は4％。「以前はしていたが今はしていない」という中⽌者は年代で差がありますが、現在の利
⽤率に年代差はみられません。

l パーマの仕⽅については年代差が⼤きく、10代では「ストレートパーマ」が⾼くなっています。20〜50代では
「ウェーブパーマ」が⾼くなっています。50代では「アイパー」の利⽤が28％みられます。

パーマ利⽤状況 現在のパーマの仕⽅：利⽤者ベース
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6-2. パーマについて〔男性調査〕

l 現在パーマ利⽤者の今後の利⽤意向は約9割
と⾼い継続以降を⽰しています。⼀⽅、現在
⾮利⽤者の利⽤意向は10代で2割、20代で
15％みられますが、30代以降はで低くなっ
ています。

l パーマをしたくない理由については、「髪が
傷む／傷みそう」とヘアカラーと同様の理由
があげられています。

今後のパーマ利⽤意向：利⽤者ベース 今後のパーマ利⽤意向：⾮利⽤者ベース

パーマ⾮利⽤意向理由
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7. クイックカットサービス店について〔男性調査〕

l クイックカットサービスの利⽤率は37％。年代別にみると、10代の利⽤率が低く、30代以降では4割強が利⽤経験があり
ます。

l 利⽤満⾜度については、「満⾜している」と回答したのは53％。10代での満⾜度がやや低めです。

クイックカットサービス利⽤経験率 クイックカットサービス利⽤満⾜度

※「クイックカットサービス」=「シェービング、シャンプー、ブローなどのサービスがなく、『カット』のみを低料⾦、スピーディに
⾏うサービス」と規定しています。
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7-2. クイックカットサービス店について〔男性調査〕

今後のクイックカットサービス
利⽤意向：全ベース

今後のクイックカットサービス
利⽤意向：利⽤経験者ベース

l 今後の利⽤意向については、サービスの利⽤経験者と⾮利⽤経験者で差がみられます。10代については、利⽤経験者の満
⾜度が低いため、経験者のリピート意向が低めです。

l ⼀⽅、⾮経験者でみると、10代の利⽤意向は他の年代に⽐べ⾼くなっています。

※「クイックカットサービス」=「シェービング、シャンプー、ブローなどのサービスがなく、『カット』のみを低料⾦、スピーディに
⾏うサービス」と規定しています。

今後のクイックカットサービス
利⽤意向：⾮利⽤経験者ベース
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8. 現在のヘアスタイル・スタイリング意識〔男性調査〕

l 髪質は若年層で「くせ⽑」の傾向がみられま
す。太さについては年齢が⾼くなるにした
がって、「太い」→「普通」→「細い」とシ
フトしています。量についても同様の傾向が
みられます。

l ⾃分の髪で気にしていることでは、若年層で
「くせ⽑」、「スタイリングしにくい」、
「スタイルが⻑持ちしない」などが多く、⾼
年層では「⽩髪」、「抜け⽑」、「薄⽑」な
ど年齢に起因する悩みが⾼くなっています。

⾃分の髪のタイプ

⾃分の髪で気にしていることTOP10



- 67 -

8-2. 現在のヘアスタイル・スタイリング意識〔男性調査〕

l 普段のスタイリングの意識については、若年
層ほど意識が⾼くなっています。

l 普段使っているスタイリング剤は、年齢に
よって主要なアイテムが異なり、10〜20代で
は「ワックス」、30〜40代では「ムース」、
50代では「リキッド」が最も⾼くなっていま
す。

普段のスタイリング意識

普段使っているスタイリング剤
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9. 育毛剤・ヘアトニックについて〔男性調査〕
育⽑剤・ヘアトニック使⽤の有無 購⼊の仕⽅：現在利⽤者ベース

l 育⽑剤、ヘアトニックの使⽤率は⾼年層ほど⾼く、40代で18％、50代で21％となっています。ただし、「以前使っていたが今は使っていな
い」についても、⾼年層ほど⾼くなっています。

l 購⼊の仕⽅については、ほとんどが⾃分で選んで⾃分で購⼊しています。購⼊場所としては、「ドラッグストア」が最も⾼くなっています。

購⼊場所：現在利⽤者ベース


